
令和6年度 大阪府立成美高等学校 第2回学校運営協議会議事録 

 

令和 6 年 11 月 19 日 

 

開催条件の確認 

 

＜司会進行＞ 

本日ご出席を賜りました委員のみなさまは委員定数の過半数を超えていますので、「学校運営協議会の運営に関する

要綱」第 14 条 2 項および、「学校運営協議会実施要項」第 10 条 2 項の規定を満たしております。よって協議会は

成立することを認めます。 

 

校長挨拶 

 

◆後期に入り修学旅行・進級・卒業を控えている 

◆学校運営について忌憚のない意見をお願いする 

 

本校の現状報告 

 

＜堂之本会長＞ 

それでは協議を始めたいと思います。まず別紙 1「本校の現状報告」の 1.在籍異動 2.進路指導 3.コアカリキュラムに

おける取組み 4.人権教育における取組みについて事務局から報告をお願いします。 
 

＜事務局長＞ 

◆「1.在籍異動(4/1～10/31)」 

◇転出者・退学者・転入者の人数については表に記載のとおり 

◇転出者・退学者の主な理由としては「学校に気持ちが向かない」「勉学に興味を持つことができなかった」 

◇選抜試験で大きく定員割れするようになったことから、高校生活に対して如何に興味を持たせるのかが本校の課

題ととらえている 
 

◆「2.進路指導」 

◇20 期生の 4 月時点での進路希望の内訳は表のとおり 

◇大学短大・専門学校・就職の比率がおおよそ 3：4：2 とほぼ昨年並み 

◇年々進学を希望する生徒が増加 
 

◆「3.コアカリキュラムにおける取組み」 

◇学年ごとに表に記載の取組みを実施または実施予定 

◇コアカリキュラムとは本校が教育の中心と考え大切にするカリキュラム 

◇自己を知るとともに他者とのかかわり・社会とのつながりを大事にし、学んだこと・経験したことを発信し、一つの課題

に対して自分なりの答えを出すことで、いわゆる「生きる力」を育成することを目標とする 

◇目標を達成するために生徒の状況を鑑みながら取組みを計画 



◆「4.人権教育における取組み」 

◇本校では「多様性」を根本におき人権教育を実施 

◇時代の要請を鑑みて実施する内容を検討 

◇今年度は配慮・支援が必要な生徒への理解を進めるため当該生徒の障がいをテーマに教員研修を実施 

◇当該生徒の日々の状況把握に努める 
 

＜堂之本会長＞ 

ただ今の報告についてご質問・ご意見があれば発言をお願いします。 
 

＜小林委員＞ 

退学者が多いことと退学者のその後について伺いたい。 
 

＜事務局長＞ 

◇高校生活への意識が薄くなんとなく入学してみたものの、やはり続けていくのはしんどいと感じる生徒が増加傾向。 

◇退学者のその後については、働いている生徒と一旦時間をおいてから改めて考えるとしている生徒が半々。 
 

＜堂之本会長＞ 

配慮・支援が必要な生徒の状況と学校生活の様子を伺いたい。 
 

＜事務局長＞ 

新学期がスタートした時は介助者や教員の支援のもと自立して行動できていた。ただ、症状の進行が想定していたより

も進んでいる感じなので、車いすの利用を提案しつつ介助者や教員の支援を強化しているところ。 
 

＜堂之本会長＞ 

それでは引続き別紙 1「本校の現状報告」の 5.地域連携 6.高大連携 7.主な部活動実績 8.学校説明会・見学

会 9.校長による中学校訪問について事務局から報告をお願いします。 
 

＜事務局長＞ 

◆「5.地域連携」「6.高大連携」 

◇表に記載の取組みを実施または実施予定 

◇今年度は堺市立美木多中学校からの要望により中学校教員による成美高校見学会・懇親会を実施 

◇校務分掌・学年ごとの懇親会においては生徒指導部への参加が最も多かった 

◇中学生への指導において多くの先生が悩みを持っているのだと感じたので、このあたりについても中高連携ができれ

ばと思う 
 

◆「7.主な部活動実績」 

◇本校における部活動の加入率は年々減少傾向 

◇今年度は文科系クラブが実績 

◇バドミントン部やバレーボール部などの運動系クラブも日頃の練習に熱心に打ち込んでいる 

◇こういった生徒の活動を大切にしていくことが本校の活性化につながる 
 

◆「8.学校説明会・見学会」「9.校長による中学校訪問」 

◇説明会・相談会における相談件数に増加傾向はみられず少子化の進行を実感 

◇この少子化の流れで大阪府立福泉高等学校が閉校 

◇今後の中学生の動向を探るべく校長による中学校訪問に努めているところ 

◇引続き地域に信頼される地域密着型の学校をめざすことで一定の志願者数の確保をめざす 
 



＜堂之本会長＞ 

校長先生からも中学校訪問についてお話をお伺いしたい。 
 

＜校長＞ 

◇中学校訪問の際は福泉高校が閉じることもあり成美高校が受け入れ先となることを強調した 

◇中学生自身が公立選抜まで持たないという状況で私立へ流れる層が多い 

◇中学校との連携で成美高校の生き残りをかけていきたい 
 

＜小林委員＞ 

大阪府として公立の定員割れ・公立の役割をどのように考えているか？ 
 

＜校長＞ 

◇余裕のある定員数を設定していることからある程度の定員割れは想定内 

◇中学校・高等学校ともに同じ見解だが公立にはセーフティーネットの役割がある 

◇しかし現状では私学と勝負をすることは厳しい 
 

＜堂之本会長＞ 

私学の選抜日程が公立より前倒しの現状が厳しい。また、施設面でもトイレなど差をつけられていて小学校・中学校よ

り高校はさらに厳しい。また、私学の諸費が高くても入学前だと保護者の理解を得にくい。 
 

＜小林委員＞ 

公立の選抜日程を早めることを検討していると聞いたが？ 
 

＜校長・堂之本会長＞ 

選抜日程への要望を公立側から府に出しているがそれでも動くのは先になる。早くても実施は令和 10 年。 
 

＜堂之本会長＞ 

泉北ニュータウンの子どもの数は減っているのか？ 
 

＜鶴山副会長＞ 

子どもが育つと地域の外へ出て行ってしまう。特にニュータウンでは顕著である。泉北ニュータウンでは現状 5 クラス校で

大規模校。 
 

＜堂之本会長＞ 

私学から公立への回帰は期待できないか？ 
 

＜校長＞ 

私立完全無償化が始まってどうなるかがポイントと考える。 
 

＜堂之本会長＞ 

進学以外を希望する生徒もいる。そのような生徒にとって公立は志願の候補に入る。 
 

＜鶴山副会長＞ 

転退学者の人数を聞くと中学校として申し訳なく感じる。高校と中学と間でもっと交わっていこうという思いもあって今年

度は成美高校を訪問させていただいた。生徒指導のことなど生の声を教員同士で聞けて参考になった。 
 

＜小林委員＞ 

槙尾中学校の小中一貫教育についてはどう思われるか？ 

 
 



＜校長＞ 

特任校として和泉市全域の子どもを対象としている。面白い試みであるとは感じている。 
 

＜堂之本会長＞ 

個人的な意見となるが、中学校の教員が小学校の算数・理科を教えるといったことに魅力があるとは思う。全般的に何

かあれば発言してください。 
 

＜小林委員＞ 

地域から支えるのは厳しい面はあるが、学校と地域がお互いにリスペクトしながら関係を構築していきたい。文化祭を参

観した際に外国人生徒の様子など成美高校の特徴も見受けられた。地域として力を貸していきたいとは常々考えてい

る。 
 

＜小林委員＞ 

地域が支えることに厳しい面はあるが、学校と地域がお互いにリスペクトしながら関係を構築していきたい。文化祭を参

観した際に外国人生徒の様子などから成美高校の特色も見受けられた。地域として力を貸していきたいとは常々考え

ている。 
 

＜淺井委員＞ 

部活動が地域へと移行しきれていないが今後はどのように進むのか気になっている。成美高校の部活動は少数ながら

活躍している部もあると感じている。府は部活動をどのように考えているのか？ 
 

＜校長＞ 

部活動を指導したい先生もいる。ただ、大阪府は長時間労働の大きな要因の一つを部活動と捉えているので、働き方

改革も叫ばれるなかで、部活動における在校時間等を増やすのは厳しい。 
 

＜堂之本会長＞ 

中学で部活動をしていても高校では加入しない生徒が増加している。諸外国は地域移行が進んでいる。 

 

令和 6年度使用教科書採択について 

 

＜堂之本会長＞ 

時間もありますので、次に別紙 2「令和 6 年度使用教科書採択について」について事務局から報告をお願いします。 
 

＜事務局長＞ 

◆「「令和 6 年度使用教科書採択について」 

◇令和 7 年度使用教科書として選定および採択された教科書は一覧表のとおり 

◇教育基本法や学校教育法・学習指導要領で示す目標を十分に踏まえているか、教科指導において本校生徒

の理解を深めることが可能かなど、内容を考慮して選定し採択 
 

＜堂之本会長＞ 

ただ今の事務局の報告についてご質問・ご意見等ありましたら発言をお願いします。 

 

 

 

 



第 2回のまとめ 

 

＜堂之本会長＞ 

特にないようです。議題は以上ですがこの場で協議しておきたい内容はありませんか？ 
 

＜堂之本会長＞ 

ないようですのでこれにて協議を終了いたします。進行を事務局にお返しいたします。 

 

校長お礼 

 

＜司会進行＞ 

委員のみなさまありがとうございました。なお、次回協議会の開催につきましては年明け 1 月末頃をめどに、追って委員

のみなさまと調整させていただきます。では最後に校長から協議会に対するお礼を述べさせていただきます。 

＜校長＞ 

本日はご多用の中お集まりいただきありがとうございました。いただいたたくさんのご意見を本校の学校運営に活かしてま

いります。引続き本校の教育活動のご協力をお願いいたします。本日はありがとうございました。 
 

＜司会進行＞ 

以上をもちまして 令和 6 年度 第 2 回 学校運営協議会 を終了いたします。ありがとうございました。 

 


